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ーシュ ブローカー ジャパンは、

保険の自由化に合わせ1997年に設

立された。1955年に日本に創立されたマ

ーシュ ジャパンの100％子会社である。

主な業務は、社名の通り保険のブローカ

ー業務。企業のニーズに応じて最適な保

険プログラムを構築し、その保険手配ま

で一貫して行う。世界の保険市場にアク

セスして、複数の保険会社を組み合わせ

ることによって、大手保険会社単独では

引き受けが難しい保険を、手配すること

が可能となる。例えば、すでにキャパシ

ティーが逼迫（ひっぱく）していると言

われる東海地域や首都圏での地震保険の

案件などだ。代表取締役の平賀暁氏は

「顧客１社のために幾つもの再保険会社

を集めて、元受保険会社に引き受けても

らうこともあります」とブローカー業務

の妙技を語る。

保険会社と企業を仲介するには、単に

企業に保険会社を紹介するだけでなく、

企業のリスクの現状をしっかりと保険会

社に伝えることが求められる。

「企業のリスクがしっかり分析できて

いなければどんな保険会社も再保険会社

も、保険を引き受けてはくれません」

（平賀氏）。

企業の工場物件を例にとれば、火災が

発生したら、あるいは地震が発生したら、

物的損害及び休業損害はいくらになるの

か、それはどの程度の可能性で生じるの

か、を評価する。

「我々はブローカーという立場で、こ

このお客さんのリスクというのはこの程

度あるということを保険会社にもしっか

り伝えなくてはいけません。しかし、そ

の企業がハイ・リ

スクだと判断され

たときに保険会社

としては引き受け

たくないというこ

とが当然出てくる

わけです。その時

に、企業としては

自主的にリスクを

軽減させることで

企業のBCP（事業継続計画）策定の動きが加速する一方で、財務戦略まで含めた組織的なリスクマネジメントを
構築している企業はまだ少ないのが実態だ。経済産業省が03年に行ったアンケート調査では、上場企業のうちリス
クマネジメントを実施している企業はごくわずかだった（1000社のうちリスクマネジメントを実施していたのは約
160社）。
こうした中、保険ブローカーの最大手、マーシュブローカージャパン（東京都新宿区）は、企業の災害に備えた
リスクコントロール（※）支援から、仮に被災した場合の事後のリスクファイナンス（※）までを含めた総合的な
コンサルティングサービスを展開している。企業のリスク分析を行い、リスク軽減の具体的な対策を導き出し、さ
らにその効果を損害保険にも反映させ、リスクファイナンスへの投資の最適化を図る。同社の戦略を取材した。
※リスクコントロール＝BCPを代表とするリスク軽減活動　※リスクファイナンス＝予期できない不確実な損害の発生に備えた財務戦略

保険会社も引き受けやすくなるのです」

（平賀氏）

そこで同社では、リスク分析だけでは

なく、そのリスクを軽減させる、すなわ

ちリスクコントロール・コンサルティン

グも提供している。具体的には、工場物

件における火災防災、耐震強化などであ

る。地震リスクを例とすると、工場の建

物内に設置されている製造設備等の転

倒・落下防止のための対策提案である。

結果として保険会社の引き受けだけで

はなく、保険料率の低減や、必要な保険

金額の見直しが進むことにもなる。同社

のねらいは、ブローカーとして保険の仲

介だけではなく、企業のリスク分析から

リスクコントロールまでを一貫して行

い、最終的に企業の保険投資の最適化を

図ることだ。

同社ではBCPの策定支援も行ってい

る。BCPは、火災防災や耐震対策といっ

た個別リスク対策を包括する仕組みとい

ってよい。他のコンサルティング会社と

の最大の違いは、BCP策定の結果を効果

として財務戦略に結び付けていること。

「BCPを策定し継続的にリスク軽減活

動を行っている企業は、被災時のリスク

は小さくなっているはずです。すなわち

保険へ転嫁するリスクが小さくなるの
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で、保険コストを圧縮できる可能性がで

てきます」（小森園康輔バイスプレジデ

ント）

ただし、このように体系だって保険な

どへの最適化させる動きは、現状ではそ

れほど進んでいないと小森園氏は指摘す

る。

「BCPの策定では、ビジネスインパク

ト分析という作業により、企業の重要な

業務や機能が止まった際の経営に与える

影響度を分析し、それを継続させる、あ

るいは早期に復旧するための施策を打つ

わけですが、これによってリスクが軽減

されても、その残ったリスクの転嫁手段

をどう見直すか、という議論にまで至っ

ていないというのが現状だと思います」

（同）

最適化が進まない理由は２つあると平

賀氏は説明する。

１つは、かつての保険プログラムは、

護送船団方式と呼ばれるように国によっ

て定められた規制料率により、どこの保

険会社でもほとんど差異がなかったため

だ。98年の保険の自由化により、ようや

く日本の保険市場に穴が開いた。が、ま

だまだ保険の見直しが積極的に行われて

いると言えるまでにはなっていない。

もう１つは、「保険を導入する企業側

のニーズも乏しかった」（平賀氏）こと。

従来の保険は、モノに対する保険を中心

に考えられていた。しかし、財務的には

事業が中断したような場合の資金調達、

例えば従業員への給与や、取引先への支

払いなど、モノ以外の部分についてのニ

ーズは少なからずあった。平賀氏は、こ

うした間接的な被害をカバーする代表的

な保険として「利益保険」を挙げる。欧

米では、当たり前のように損害保険に付

帯して利益保険があるのに対し、日本で

導入している企業はまだまだ少ないとい

う。情報量の乏しさなどにより企業と保

険会社の間でも意思疎通が図れていなか

ったことなどが利益保険の浸透しない要

因と考えられる。

後、保険の最適化を進めていくた

めのポイントは、法令順守（コン

プライアンス）やJ－SOX法（金融商品

取引法）に象徴される内部統制の開示義

務などの動きだという。

「企業は、これまでのように保険会社

に保険を任せきりというわけにはいきま

せん。株主などに対して、どのような理

由で、どのような保険会社を選び、どの

ような保険プログラムを構築しているか

説明責任が問われるのです」（平賀氏）

新会社法でも、発生しうるであろうリ

スクの把握とそれに対する対策、モニタ

リングが取締役の専権事項となってい

る。「ちょうどこの２～３年の間に法的、

社会環境が変わってきて、やらざるをえ

ないという環境はできつつあると思いま

す」（同）。

もう１点、平賀氏は保険やリスクコン

トロールへの投資を「見える化」するこ

とが重要だと説く。

「リスクコントロールにかけるコスト

が、仮に100として、現状のリスクが

500から200になるということであれば

100の投資をすると思います。しかし

100をかけても500が450ぐらいにしかな

らない、あるいは効果が分からないとい

う状況では対策は進まないでしょう」

（小森園氏）

「欧米では、リスクに対する高度な備

えや対策が講じられている物件をHPR

（Highly Protected Risk = 高度にリス

クが防御されリスクが良い物件）といっ

て、保険料率にしっかりとディスカウン

トが生じます。例えば、スプリンクラー

の設置や、耐震・防火対策などです。当

然、長期で見れば、保険にかかる費用は

安くなるわけです。こうした制度面の整

備も有用でしょう」（平賀氏）

国内でも日本政策投資銀行が、BCPを

策定している企業に低利に融資を実施す

る「防災格付融資」などが出はじめたが、

今後は保険分野での取り組みが期待され

る。

最後に、リスクマネジメントを企業の

文化に根付かせるための人材の確保も急

務だとする。

「現場は常にリスクにさらされリスク

ファイナンスへのニーズを一番感じてい

ます。一方、経営者は効果がよく見えな

いものに投資ができないわけです。その

中間に立つリスクマネージャーが、どの

リスクが一番発生しやすいか優先順位を

つけ、どこまでをBCPや防災対策でカバ

ーし、何に対していくらの費用をかける

ことが最適かをしっかりと経営者に説明

することが求められます」（平賀氏）
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